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論文内容の要旨
本論文は内容的に 3 つの部分よりなる。第一は、 4 次元ユークリッド空間R4内に局所平担かつ 3-
ribbonを張るように埋蔵された 2 次元球面K2( これを 1 つのribbon2 -knot という)の‘結び'の幾何
学的考察により、 K2 がR4内において、 SlXS 2 # … #SlXS 2-E3 に位相同型かつ単純なhandle -切
断面をもっ 3 次元多様体waの境界となること、また、 K2 が 5 次元下半空間に局所平担かっ単調な状態
に埋蔵された 3 次元球の境界となることを示している。第二は、 K2のある条件を満たす切断線として
の閉曲線Sl を定め、 π1(R 3-S 1 ) と π1(R4-K2 ) より π2(R4-K2 ) を計算する方法を示している。
第三は、上記の 3 次元多様体waの存在に基づき、 K2がR4内で、適当な 3 次元球の境界になるための
必要かつ十分な条件は、 πdR4_K2) =zであることを示している。
論文の審査結果の要旨
n次元球面を Sn で表わすとき、 S3 における Sl を結び目というのにならって、 S4 における S2 を 2 -結
び目(以下略してK2) という。リボン型結び目とは相離れているいくつかの円を帯で結んだ形のもの
であるが、これに対応するものを 2 -結び目について定義したのが、本論文の主題であるリボン型K2
である。本論文は 3 篇からなる。まず、論文 I において、 K2がリボン型であるための条件を求める。
とくに、リボン型K2は矢島氏による単純K2 に一致することが示され、またリボン型K2 を張る 3 次元多
様体の型を決定している。論文 H で、は基本群町 ( S4-K 2 ) が振れをもたない場合のリボン型K2 につい
て 2 次元ホモトピ一群π2(S4_K2 ) を決定する。論文皿では結び目におけるとDehnの補題勺こ対応す
る結果とリボン型K2で、はπ 1(S4_K4) が無限巡回群のとき、またそのときに限り、 K2 は自明である H
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を得る。なお、参考論文ではリボン型結び目をK2の超平面による切口としてできる結び目との関係を
論じている。
以上のように、本論文はリボン型K2の位置づけにつき、種々の重要な結果を得ている。それらは示
唆に富むものであり、高く評価することができる。よって、著者柳川高明君は理学博士の学位を得る
に十分な資格があるものと認める。
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